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謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　この度、下記の項目につきまして、新規受託を開始させていただくことに

なりましたので、ご案内申し上げます。
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　新規受託検査項目　特異的ＩｇＥ

◆ ω-５グリアジン

ω-５グリアジンは小麦の不溶性成分の一つです。

での陽性率は２７％にとどまったと報告されています（臨床的感度８４％、臨床的特異度７３％）。

検査結果を大きく改善することが報告されています。

することで、小麦アレルギーの診断精度を向上すると期待されます。

◆ カシューナッツ

サラダのトッピング等に使用されています。

のみならず、アナフィラキシーショック等の重篤な反応を示すことが知られています。

ナッツ類によるアレルギー患者の原因検索が可能になります。

◆ マラセチア（属）

マラセチア属の抽出液を混合したものを抗原として固相化したものです。

います。

ω-５グリアジン特異的ＩｇＥは小麦アレルギー群においては８４％が陽性を示し、非小麦アレルギー群

また、原因食品摂取後の運動によって惹起される食物依存性運動誘発性アナフィラキシー（ＦＤＥＩＡ）

の一つであるＷＤＥＩＡ（小麦依存性運動誘発性アナフィラキシー）では、臨床的感度および臨床的

特異度はそれぞれ８０％、６８％であり、ＷＤＥＩＡの診断における既存の小麦（食物）およびグルテンの

ヒトおよび動物の皮膚常在菌（成人の８０％が保有）でありアトピー性皮膚炎との関連が報告されて

抗原性（ＩｇＥ抗体反応性）の異なるＭａｌａｓｓｅｚｉａ ｓｙｍｐｏｄｉａｌｉｓ、Ｍ. rｅｓｔｒｉｃｔａ、Ｍ. gｌｏｂｏｓａ の３種

既存の特異的ＩｇＥのナッツ類（クルミ、ハシバミ（ヘーゼルナッツ）、アーモンド等）とともに、より幅広く

それらの結果から、ω-５グリアジン特異的ＩｇＥの測定は、小麦（食物）に対する特異的ＩｇＥ測定と併用

カシューナッツは、炒って食用にする他、中華料理、パン、お菓子（ケーキ、クッキー、チョコレート等）、

カシューナッツによるアレルギー症状は、舌のしびれ、喉の違和感、嘔吐等の口腔アレルギー症候群


